
三重県における戦後の主な気象災害 

主  な  被  害 
 

発生年月日 

 

 

要  因 

 

主な 

被害地域 

 

概     況 
死者・行方

不明者（名）

負 傷 者

（名）

住宅全壊 

・流出（棟）

住宅半壊 

（棟） 

床上浸水 

（棟） 

床下浸水 

（棟） 

１９４８ 

(昭２３) 

１１．１９ 

台風第３４号 

(アグネス台風) 

中南勢 

北・南牟婁郡 

台風第３４号が紀伊半島南端をかすめ、東海

道沖を進み、熊野灘沿岸で被害が大きかっ

た。 

最大風速 津    Ｅ   １３．０m/s

総降水量 尾鷲   ４６１㎜ 

６ １ ２ １６ ９０１ １８７９

１９４９ 

(昭２４) 

７．２８～２９ 

 

台風第６号 

(へスター台風) 

全域 台風第６号が志摩半島に上陸、縦断、若狭湾

に抜けた。 

最大風速 津    ＥＮＥ ２１．７m/s

最大風速 亀山   ＮＥ  １９．０m/s

総降水量 津    １４９㎜ 

総降水量 亀山   ２１７㎜ 

５ １４  ４５４ ３３６３

１９５０ 

(昭２５) 

９． ３ 

台風第２８号 

(ジェーン台風) 

全域 台風第２８号が紀伊水道に入り、若狭湾に抜

けた。風による被害が大きかった。 

最大風速 津    ＳＥ  ２８．４m/s

最大風速 尾鷲   Ｓ   ２０．８m/s

総降水量 津     ６５㎜ 

総降水量 尾鷲   ４０１㎜ 

３ ２２ １９７ ３１７ ５６ １５９

１９５３ 

(昭２８) 

８．１５ 

前線 北勢 

伊賀 

日本海から南下した前線による豪雨で、伊賀

地方で山崩れにより、多数の人命を失う大惨

事となった。 

総降水量 上野   ２９１㎜ 

総降水量 亀山   ２５５㎜ 

３２ ２４３ １９９ １５２ ２２４０ １０５７１

１９５３ 

(昭２８) 

９．２５ 

台風第１３号 

 

全域 台風第１３号が熊野灘を北上、志摩半島を横

切り知多半島に上陸した。満潮と重なり高潮

で海岸線がほとんど壊滅、未曾有の大被害と

なった。 

最大風速 津    ＮＥ   ２３．６m/s

最大風速 尾鷲   ＥＮＥ ２２．０m/s

総降水量 津    ２２５㎜ 

総降水量 尾鷲   ４０８㎜ 

４４ ９１０ １４６５ ３４７２ ３７７０６ ３１７２６

１９５４ 

(昭２９) 

６．２２～２３ 

 

 

 

低気圧 全域 

(伊賀を除く) 

低気圧が本州南岸を通過、南部を中心に大雨

となった。 

総降水量 津    １１０㎜ 

総降水量 亀山   １３５㎜ 

総降水量 尾鷲   ２８０㎜ 

５ ４ １６ ５２ ７５１ ３２１１

１９５４ 

(昭２９) 

９．１７～１８ 

 

 

 

台風第１４号 全域 台風第１４号が紀伊半島南端をかすめ、御前

崎付近に上陸した。 

最大風速 津    ＥＮＥ １６．３m/s

総降水量 津    １７７㎜ 

総降水量 尾鷲   ５５１㎜ 

５ ７ ２２ １２ ８０４ ３２９４

１９５６ 

(昭３１) 

９．２５～２７ 

 

 

 

台風第１５号 全域 台風第１５号が志摩半島沖を通過し、御前崎

付近に上陸した。関西線加太付近で山崩れが

発生、列車転落により犠牲者多数。 

最大風速 津    ＮＮＷ １７．７m/s

最大風速 亀山   ＮＷ  １８．０m/s

総降水量 津    １７２㎜ 

総降水量 亀山   ２３８㎜ 

１２ ９ ６ １９ ７５１ ５２９１

１９５６ 

(昭３１) 

１０．２９～ 

３０ 

 

低気圧 南部   日本海と南岸の低気圧による暴風雨で、南部

で大雨が降り、死傷者がでた。 

最大風速 津    Ｅ   ２０．２m/s

最大風速 尾鷲   Ｅ   １７．７m/s

総降水量 津     ８１㎜ 

総降水量 亀山   ３６７㎜ 

９ ８ ６２ ２５ １４４ ３２７

１９５８ 

(昭３３) 

１．２６～２７ 

 

低気圧 南部の海上 日本海低気圧の発達で海上は大しけとなり、

紀勢町、南勢町の漁船が相次いで遭難。南勢

町田曽浦でタンカーが沈没。 

最大風速 亀山   ＮＷ  １７．７m/s

最大風速 尾鷲   Ｗ   １２．４m/s

１１   

１９５８ 

(昭３３) 

７．２２～２３ 

 

台風第１１号 南部の海上 台風第１１号が南海上を北上し、御前崎付近

に上陸した。神島沖で漁船が沈没。 

最大風速 津    Ｅ   １７．４m/s

最大風速 尾鷲   ＮＥ  １４．７m/s

７   



１９５８ 

(昭３３) 

８．２４～２５ 

 

台風第１７号 全域 台風第１７号が和歌山県に上陸し、奈良県、

琵琶湖西方を通過した。熊野川の氾濫により

紀宝町、紀和町で犠牲者多数。 

最大風速 津    ＳＥ  ２５．８m/s

最大風速 尾鷲   ＳＳＥ １９．１m/s

総降水量 尾鷲   ５３１㎜ 

７   

１９５９ 

(昭３４) 

８．１２～１４ 

台風第７号 全域 台風第７号が静岡県富士川付近に上陸し、前

線の活発化により大雨となった。特に北勢地

方の多度川が決壊し、被害甚大。 

総降水量 津    ４６４㎜ 

総降水量 亀山   ４６８㎜ 

総降水量 上野   ２２２㎜ 

総降水量 尾鷲   ５３０㎜ 

４ ７ ２１ ５４ ３３７ ５２１８

１９５９ 

(昭３４) 

９．２３～２６ 

 

台風第１５号 

(伊勢湾台風) 

全域 台風第１５号は非常に大きな暴風域を保っ

たまま潮岬付近に上陸し、三重県の西側を北

上した。上陸時の中心気圧は９２９．５mb

で、この値は室戸、枕崎台風と並ぶ明治以後

の３大台風に数えられる。上陸時の暴風域は

半径２５０km、中心付近の最大風速は５０

m/sであった。台風経路の右側にあたる伊勢

湾沿岸に２６日夜に来襲し、高潮と烈風によ

り壊滅的な被害を受けた。 

最大風速 津    ＥＳＥ ３６．８m/s

最大風速 亀山   ＳＥ  ２８．４m/s

最大風速 上野   Ｅ   ２４．２m/s

最大風速 尾鷲   Ｓ   ２８．１m/s

総降水量 津    ４０５㎜ 

総降水量 亀山   ３１１㎜ 

総降水量 上野   ３３３㎜ 

総降水量 尾鷲   ６９２㎜ 

三重県

１２７３

(総数5041

うち愛知県

   3351)

三重県

４６２５

(総数

38838)

５２０８ １２１９２ ４４４２３ ３５８０６

１９６０ 

(昭３５) 

１０．６～ ７ 

低気圧と前線 南部 南岸に停滞した前線の活発化で、南部大雨に

より、伊勢湾台風にも勝る被害。 

７日降水量  尾鷲  ５２１㎜ 

６ ６ ３４ １３ １３０４ ２６４５

１９６１ 

(昭３６) 

６．２４～２９ 

梅雨前線 全域 南岸に停滞した梅雨前線の活発化で、北部と

南部で大雨、特に北勢地方で被害甚大。 

総降水量 津    ５５９㎜ 

総降水量 亀山   ５８８㎜ 

総降水量 上野   ３８５㎜ 

総降水量 尾鷲  １０５７㎜ 

１５ １１ １６ ３７ ２２３５ １３１００

１９６１ 

(昭３６) 

９．１６ 

台風第１８号 

(第２室戸台風) 

全域 台風第１８号が室戸岬の西に上陸し、猛烈な

暴風雨となり、大きな被害を受けた。 

最大風速 津    ＳＳＥ ２７．４m/s

最大風速 亀山   ＷＳＷ ２３．３m/s

最大風速 上野   ＳＳＷ ２０．７m/s

最大風速 尾鷲   ＥＳＥ １５．７m/s

総降水量 津    １２６㎜ 

総降水量 亀山   １２５mm 

総降水量 上野    ６５㎜ 

総降水量 尾鷲   ３２１㎜ 

３ ５４ ２０７ ４９１ ６１ ３０６８

１９６７ 

(昭４２) 

１０．２７～ 

２８ 

台風第３４号 全域 台風第３４号が志摩半島をかすめ、愛知県南

部に上陸した。熊野市の国道４２号線改修工

事現場で鉄砲水が発生し、犠牲者多数。 

総降水量 津    ２３２㎜ 

総降水量 上野   １３６㎜ 

総降水量 尾鷲   ４０１㎜ 

２３ ４ １６ １９ ６６６ ５７８８

１９７１ 

(昭４６) 

９．９～１０ 

前線 南部 

(尾鷲市、 

熊野市) 

台風第２５号が通過後、前線が北上活発化、

尾鷲で記録的な豪雨となった。急傾斜地での

崩壊で犠牲者多数。 

総降水量 木本   ６３２㎜ 

総降水量 尾鷲  １０９５㎜ 

４２ ３９ ６３ ８ ４５９ ７４１

１９７１ 

(昭４６) 

９．２６ 

台風第２９号 全域 台風第２９号が紀伊半島南端に上陸し、尾鷲

付近から伊勢湾に入った。規模は小さかった

が、県内一帯が大雨となった。高波により釣

り人が遭難した。 

最大風速 津    ＮＷ  １５．２m/s

最大風速 尾鷲   ＥＮＥ １１．３m/s

総降水量 津    １８３㎜ 

総降水量 尾鷲   ２０３㎜ 

８ ４ ６ ３ ２２５４ １８８３２



１９７４ 

(昭４９) 

７．２４～２５ 

 

低気圧 北部、中部 南岸を東進した低気圧が紀伊半島の南海上

から北上し、三重県を縦断した。山間部で 

４００～５００mm、平野部で３００mmを超え

る大雨となった。 

総降水量 津    ３３１㎜ 

総降水量 四日市  ３０６㎜ 

１０ ２４ ２５ ２５ １４３３３ ２７５３８

１９８２ 

(昭５７) 

８．１～ ３ 

台風第１０号と 

前線 

全域 台風第１０号が志摩半島をかすめ、渥美半島

西部に上陸した。中部で大雨となり、名松線

の前線が土砂崩れのため不通となり、嬉野町

小原で民家４棟が土砂で押しつぶされた。そ

の後南岸の前線と台風第９号から変わった

低気圧による大雨で、南勢地方で多くの浸水

被害が発生した。 

最大風速 津    Ｗ   １２．４m/s

最大風速 上野   Ｎ   １０．１m/s

最大風速 尾鷲   ＥＮＥ １４．０m/s

総降水量 津    ３４２㎜ 

総降水量 上野   ３６２㎜ 

総降水量 尾鷲   ５８０㎜ 

２４ １７ ８８ １１１ １８７５ ７０６０

１９９０ 

(平 ２) 

９．１９～２０ 

台風第１９号と 

前線 

全域 台風第１９号が１９日昼前に和歌山県南部

に上陸した後、夜にかけて三重県を縦断し、

県内は各地で激しい風雨に見舞われ、多くの

被害が発生した。 

最大風速   津   ＥＳＥ ３２.６m/s

最大風速   四日市 ＳＥ  ２０.２m/s

最大風速   上野  ＥＳＥ １８.３m/s

最大風速   尾鷲  ＳＳＥ ２２.０m/s

最大瞬間風速 津   ＥＳＥ ４３.９m/s

最大瞬間風速 四日市 ＥＳＥ ４０.２m/s

最大瞬間風速 上野  ＥＮＥ ３９.４m/s

最大瞬間風速 尾鷲  ＳＥ  ５６.１m/s

総降水量   津   １１９㎜ 

総降水量   四日市 １０４㎜ 

総降水量   上野  １２９㎜ 

総降水量   尾鷲  ３３２㎜ 

１８ ２８ １６１ ８０ ４５８

１９９４ 

(平 ６) 

９．２８～３０ 

台風第２６号 全域 台風第２６号は２９日１９時過ぎに和歌山

県南部に上陸した後、夜にかけて三重県の西

側を通過した。県内は各地で暴風雨に見舞わ

れ、多くの住宅や農業、林業、養殖漁業など

に大きな被害が発生した。また、津市雲出鋼

管町の日本鋼管津製作所で、岸壁に係留して

いた建造中の貨物船２隻(ともに 15 万 t)の

綱が切れて流され、約２km離れた御殿場海岸

に並んで乗り上げた。 

最大風速   津   ＳＥ   ３４.１m/s

最大風速   四日市 ＥＳＥ ２１.８m/s

最大風速   上野  Ｅ   １７.５m/s

最大風速   尾鷲  Ｅ   ２１.４m/s

最大瞬間風速 津   ＥＳＥ ４８.７m/s

最大瞬間風速 四日市 ＥＳＥ ４３.１m/s

最大瞬間風速 上野  Ｅ   ３７.２m/s

最大瞬間風速 尾鷲  Ｅ   ４１.４m/s

総降水量   津   １１７㎜ 

総降水量   四日市 １２２㎜ 

総降水量   上野  １５９㎜ 

総降水量   尾鷲  ４５２㎜ 

４ ２ １２３ １１１ ３９３



１９９８ 

(平１０) 

９．２１～２４ 

台風第７号と 

８号 

全域 台風第８号は２１日夕方和歌山県に上陸し

た後、温帯低気圧に弱まったが、続いて北上

した台風第７号が２２日昼過ぎに和歌山県

に上陸し、夕方にかけて三重県の西側を通過

した。県内は各地で暴風に見舞われ、多くの

死者、けが人等被害が発生した。 

最大風速   津    ＳＥ ２９.８m/s 

最大風速   四日市 ＷＳＷ ２４.１m/s

最大風速   上野  ＳＷ  ２５.９m/s

最大風速   尾鷲  ＳＳＥ １９.７m/s

最大瞬間風速 津   ＳＳＥ ４８.０m/s

最大瞬間風速 四日市 ＷＳＷ ４９.４m/s

最大瞬間風速 上野  ＳＳＷ ５６.４m/s

最大瞬間風速 尾鷲  ＷＳＷ ４４.０m/s

総降水量   津   １１５㎜ 

総降水量   四日市  ９４㎜ 

総降水量   上野   ９１㎜ 

総降水量   尾鷲  ３３８㎜ 

３ ８８ ６ ２８３０ １６

２００４ 

(平１６) 

９．２８～３０ 

台風第２１号と 

前線 

 

全域 台風第２１号が九州の西海上を北東進し、本

州付近に停滞した前線に向かって南東から

暖かく湿った気流が流れ込み、２８日夜から

激しい雨が降り出し、２９日朝から昼過ぎに

かけて紀勢・東紀州や中部を中心に記録的な

大雨となった。宮川村では大規模な斜面崩壊

や土石流などがいたる所で発生し、死者６

人、行方不明１人、重傷者２人、海山町では

町内を流れる船津川の氾濫により死者２人、

床上浸水１６２５棟と、いずれも過去に経験

したことのない大災害となった。また津市内

でも床上浸水４５１棟の大きな災害となっ

た。 

総降水量(２８～３０日) 

       津   ４４１㎜ 

   粥見  ５７５㎜ 

   尾鷲  ８７６㎜ 

   御浜  ４２４㎜ 

 

(宮川、紀伊長島、藤坂峠は、 

回線障害のためデータなし。) 

 

１０ ２

（重傷者）

２５ ５９ ２６９０ ３４５９

 


